
Copyright (C) 2019 Panasonic Corporation All Rights Reserved.

 本日はご多用のところ、お集まりいただき、

誠にありがとうございます。
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 まずはじめに、 決算概要についてご説明します。
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 ２０１８年度の連結業績はご覧のとおりです。

 売上高は、８兆 ２７億円で、ほぼ前年並みとなりました。

 営業利益は、４，１１５億円、

車載、インダストリアル、家電事業での収益悪化や、

事業構造改革費用を計上しましたが、

年金制度一部見直しや、資産売却等の一時益により、

全体では３１０億円の増益、

 純利益は、法人税等の良化も寄与し、

２，８４１億円、４８１億円の増益となりました。

 また、ROEは１５．７パーセント、前年から１．３ポイント改善しました。

 なお、売上高については、一部の取引について

表示方法の見直しを行ったこともあり、

２月に発表した公表値から、９７３億円下回りました。
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 営業利益から純利益までの損益の詳細は、ご覧のとおりです。

 法人所得税費用は、

子会社再編による一時的要因等で、良化しております。
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 続いて、セグメント別実績です。

全ての事業セグメントにおいて、営業利益が減益となりました。

 アプライアンスは、ＡＶＣを中心に販売が苦戦、

加えて、中国でのデバイス需要も落ち込み、減収減益。

 エコソリューションズは、海外で配線器具等が堅調に推移、

パナソニックホームズの伸長や新規連結により、全体で増収、

営業利益は、増販益等により、事業からの利益は増益となりましたが、

ソーラーの固定資産減損計上により、全体では減益。

 コネクティッドソリューションズは、

プロセスオートメーション等が好調に推移し、増収。

営業利益は、主に前年一時益計上の反動等により、減益。

 オートモーティブ＆インダストリアルシステムズは、

中国市況悪化によるインダストリアルの減販影響があったものの、

オートモーティブ、エナジーが伸長し、全体では増収。

営業利益は、オートモーティブ開発資産の減損や、

インダストリアルの減販損等により、減益となりました。
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 こちらでは、

営業利益が、２月公表値から２６５億円改善した要因を

示しております。

 事業から創出される利益は、

円筒形車載電池やインダストリアルの減販影響があったものの、

アビオニクスの改善等が寄与し、２０億円の良化。

 その他損益は、

ソーラー等、低収益事業の構造改革を実施した一方、

資産売却等を加速したことで、

全体では２４５億円の良化となりました。
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 資金状況と配当については、ご覧のとおりです。

 ２０１８年度のフリーキャッシュフローは、

１０３億円となり、前年から４５９億円増加しました。

 今後も、投資の見極めを厳格に行うとともに、

在庫削減等の営業キャッシュフロー創出を徹底して取り組み、

フリーキャッシュフローを改善してまいります。

 配当は、前年と同じ年間３０円といたしました。

 ２０１８年度決算概要は、以上です。
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 ここからは、今年度の業績見通しについてご説明します。
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 ２０１９年度は、新中期戦略の初年度として、

事業ポートフォリオ改革を実行してまいります。

 売上高は、

中国市況等、マクロ環境の不透明さを反映した

インダストリアルソリューションズの減収に加え、

本日発表した街づくり事業の合弁会社設立等、

ポートフォリオ改革の影響等もあり、減収。

 営業利益、純利益は、

事業構造改革費用に加え、事業リスクを織り込んだことにより、

減益となる見通しです。
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 連結業績見通しはご覧の通りです。

 売上高は、前年から１，０２７億円減収の７兆９，０００億円、

 営業利益は、

１，１１５億円減益の、３，０００億円、

 純利益は、

前年から８４１億円減益の、２，０００億円、

 ＲＯＥは、１０．１％となる見通しです。
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 続いて、営業利益の要素別増減です。

 売上減少に伴う減販損は２４０億円、

これは主に、事業ポートフォリオ変革の影響によるものです。

 為替は１００億円の減益、

 固定費は、

車載電池向け投資は増加しますが、

一方、事業の入れ替えや、その他固定費削減により、増減なし

 また、価格低下等の影響をカバーすべく、

合理化の取り組みを強化しますが、増益額は７０億円に留まり、

 事業から創出される利益は、全体で２７０億円の減益の見通しです。

 その他損益は、

前年度一時損益の反動を、今年度の事業譲渡益でカバーするも、

収益改善に向けた事業構造改革費用を見込むことから、

８４５億円の悪化、

 営業利益全体では、１，１１５億円の減益となる見通しです。
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 ここからは、セグメント別の見通しです。

 今年度より、ご覧の５つの事業セグメントで開示いたします。

 なお、各セグメントに含まれている事業につきましては、

最終ページをご確認ください。
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 最初に、アプライアンス、製販連結ベースです。

 ２０１９年度は、エアコン、白物家電を中心に、

中国・アジアでの事業を強化してまいります。

 売上高は、

中国でのエアコン・白物家電や

アジアのエアコンで、増収を見込むも、

ハイエンド商品へのシフトを加速するテレビ等での減収もあり、

全体では前年並みの見通しです。

 営業利益は、

エアコン・白物家電の増販益を見込むも、

市況リスクや構造改革費用等を織り込むことから

減益となる見通しです。
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 続いて、ライフソリューションズです。

 今年度は、

海外では、配線器具・照明機器等の電材事業で、

市場成長が見込まれる、中国・インド等で事業の強化を図ります。

また国内では、非住宅市場において、

ソリューション事業を強化してまいります。

 売上は、

電材事業を担う、ライティングやエナジーシステムの他、

エコシステムズにおいて増収を見込んでいますが、

今年度中に、パナソニックホームズが

非連結化される予定であることから、全体では減収。

 営業利益は、合弁会社の設立による事業譲渡益等により

増益を見込んでいます。
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 続いて、コネクティッドソリューションズです。

 今年度は、既存事業の収益力を強化するとともに、

更なる高収益事業体を目指すべく、

ソリューションサービス事業の基盤構築を図ってまいります。

 売上は、

PSSJが、五輪需要取り込みや、

社会課題解決型ビジネスの拡大を目指すとともに、

プロセスオートメーション等も堅調に推移し、増収。

 営業利益は、

PSSJでの増販益があるものの、ソリューション事業強化に

向けた投資拡大により、全体では減益となる見通しです。
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 続いて、オートモーティブです。

 今年度は、車載機器は、利益成長を最優先事項として

経営改革を断行するとともに、競争優位がある領域での

案件に集中いたします。

 車載電池は、角形では、姫路および大連工場で、

生産拡大のための投資を行います。

円筒形では、北米工場の生産性向上・稼働向上による

収益改善を目指してまいります。

 売上は、車載機器は、製品サイクルの移行期にあたり

減収となる一方、

増産効果が生じる角形・円筒形ともに、大きく伸長し、

全体では増収。

 営業利益は、合理化取り組み効果や車載電池の増販益が

あるものの、大連・姫路電池工場の増産立上げに伴う

固定費増加により、１５０億円の赤字となる見通しです。



Copyright (C) 2019 Panasonic Corporation All Rights Reserved. 16

 最後に、インダストリアルソリューションズです。

 今年度は、車載・産業の中で成長分野に集中投資し、

事業構造の転換を加速するとともに、

オペレーションの効率化等に取組みます。

 システム事業では、営業・開発体制の強化と商品拡充により、

顧客に最適なソリューションを提供、

 デバイス事業では、強いデバイスの商品力を一層強化することで、中

長期的な市場シェアの拡大を目指して参ります。

 しかしながら、中国市況等の厳しいマクロ環境の影響を織り込み、

今年度の売上は、減収。

 一方 営業利益は、

システム事業の減販損や、前年一時益の反動があるものの、

在庫・品質ロス削減等の経営体質強化の取組みや、

半導体・液晶の収益改善により、全体では増益の見通しです。

 セグメントの見通しについては、以上となります。
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 新中期の初年度である２０１９年度は、

事業ポートフォリオ改革を実行する年と位置付けています。

 本年１月に発表した車載角形電池事業や、

本日発表の街づくり事業においては、

パートナー企業様との共創を通じた、

事業の競争力強化を目指しています。

 また、ソーラー事業の構造改革をはじめ、

家電や半導体事業等の、低収益・赤字事業に対しては、

抜本的な対策を講じることで、収益性改善につなげます。

 新たにスタートした中期３年間では、

こうしたポートフォリオマネジメントを推進、

加速していくことで、低収益から脱却し、

利益を成長軌道に戻してまいります。
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 私からの説明は以上となります。

 続いて、社長の津賀より、

「新中期戦略」について、お話しさせていただきます。
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